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熊野町地域公共交通活性化協議会（第６回会議） 

 

日時：令和 5年 10月 11 日（水） 10:00～11:00 

会場：熊野町役場３階会議室 

 

 

 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

高井会長 

・本計画の議論と並行して立地適正化計画でも議論を進めている。連携を図る必要があるため、相互

に反映するための議論をしていきたい。 

 

３．議事 

（１）第 5 回協議会の意見と対応 

事務局 

≪第 5回協議会の意見と対応について資料 1に基づき説明。≫ 

 

（質問事項なし） 

 

（２）将来像とその実現に向けた事業 

事務局 

≪将来像とその実現に向けた事業について資料 2に基づき説明。≫ 

 

栗原委員 

・中心部に向けた公共交通を強化する方針は良いと思う。一方で、住民からは筆の里工房への移動手

段を確保する必要があるのではないかという声が出ている。筆の里創造の丘公苑の整備など町と

して重点的に取り組んでいる場所であるため、その対応について教えてほしい。 

 

事務局 

・筆の里工房に限らず、トモ・ビオパークなど町の観光施設に向けた公共交通がない状況である。バ

スを走らせることや、交通結節点にタクシー停車場をつくるなどの施策について検討を進めてい

きたい。この件については、事業３‐②で進めていくことを考えている。 

 

大瀬戸委員 

・自動車利用の増加や本町に鉄道がないこと、人口減少に伴い利用者が減ることなどによりサービス

が低下する悪循環しており、これにより公共交通の衰退を招いている。以前にもパークアンドライ



2 

 

ドを進めていたが、現在は行われていない。それを改めて進めるということなのか。 

・また、中心部に拠点を設けるのは、現実的ではないのではないか。町が覚悟もって取り組まなけれ

ばならないと思う。 

 

事務局 

・パークアンドライド用の駐車場は、現在も広電熊野営業所の近傍にあり、それを活用して推進して

いくことを考えている。 

・また、拠点については立地適正化計画でも位置付け、具体化していきたい。 

 

大瀬戸委員 

・拠点整備のための予算確保の目途が立っているのか。 

 

事務局 

・立地適正化計画に位置付けることで国の予算がつくため、それも活用して整備を進めていきたい。 

 

高井会長 

・拠点整備に限らず、施策実施には予算措置が必要であるため、予算確保できるように具体的に動い

ていくことと理解した。 

 

山根委員 

・当社のバス路線の再編の考え方の説明をいただき、理解した。今後、具体化するために協議を進め

ていきたい。一方で、他の業界と同様に運輸業界も人手確保が厳しい状況である。他都市では、減

便や廃止が相次いでいる。担い手確保が大きな課題となっており、今後さらに深刻化することが懸

念される。このため、効率的な運行にシフトしていくことが大きなポイントとなる。サービスの提

供と供給のバランスを考えながら再編を検討させていただきたい。 

 

事務局 

・密に協議をしながら検討を進めていきたい。 

 

栗原委員 

・80 才を過ぎた高齢者の免許返納が増えており、電動アシスト付き自転車を利用する人が増えてい

る。この計画では自転車の活用も重要視されていると感じている。一方で、町内は狭い道路が多く、

自転車が走りやすい環境を確保することについてはどう考えているのかお聞きしたい。この計画

で謳う限りは子供たちの自転車利用も考慮して、道路拡幅なりの改善をしてほしい。 

 

事務局 

・幹線道路である矢野安浦線等の県道は歩道が狭く、町道についても道幅が狭いことを課題として認

識している。道路整備の点では、事業４‐②で幹線道路の整備要望について、事業４‐③で町道の

整備について位置付けている。事業４‐③では、おでかけ号等が通れる道路整備を推進し、町道の

安全性を高めるとともに、自転車を活用して公共交通を利用する際の安全性の確保にも努めてい
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きたい。 

 

神田副会長 

・本計画はバスのみに着目して考えるのではなく、移動手段全体で考える必要がある。各施策につい

て、かなり踏み込んで考えなければならない。例えば、パークアンドライドについて、自動車を公

共交通の敵として考えるのではなく、連携相手として考えなくてはならない。駐車場の収入を公共

交通やまちづくりの財源に当てるぐらいのことを考えないといけない。そういうマネジメントも

必要になってくる。 

 

高井会長 

・その他、気になる点があれば、事務局に伝えてほしい。 

 

（３）今後のスケジュールについて 

事務局 

≪今後のスケジュールについて資料 3に基づき説明。≫ 

 

高井会長 

・次回（第７回）の協議会では，素案が提示される予定である。そのため、質問事項、追加事項など

があれば、お忙しいところ申し訳ありませんが、なるべく早く事務局にお伝え言いただきたい。 

 

 

４．閉会 

高井会長 

・以上で議事は終了する． 

 


